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成人女性のロコモティブシンドロームに
関する意識調査報告書
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１．調査概要

●調査対象者

舞松原小学校の保護者と教職員等662人（20～69歳の女性）

●回答方法

WEBもしくは調査票にて回答

●回答状況

・配布数：662件

・回答数：221件（WEB 122件、調査票 99件）

・回答率：33.3％（実家庭数に対する回答率は42.3％）

●調査結果利用上の注意

・比率は百分率（％）で、小数点以下第二位を四捨五入した。

このため、合計の比率が0.1～0.3％程度増減することがある。

・数表、図表に示すnは、比率計算上の基数（標本数）である。
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２．分析方法

●クロス集計表を作成し、統計的検定（カイ二乗検定）を行った。

●２群間の差は、ｐ＜0.10で判定した。

●アンケート調査の結果を踏まえ、ロコモの認知度や生活活動、健

康への意識と身体機能の関連について、以下の仮説を立てて分析

を行った。

仮説１：ロコモを知っていると、身体機能を保つことができる。

仮説２：生活活動強度が強いと、身体機能を保つことができる。

仮説３：運動習慣があると、身体機能を保つことができる。

仮説４：健診受診していると、健康意識が高い行動をとる。
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３．回答者属性

3



舞松原校区
87.8％

東区以外の区（市内）0.5%

東区（舞松原校区以外）9.0％
福岡市外 1.4％

未回答 1.4％

25～29歳 1.8%

65～69歳 1.4%

35～39歳
24.4%

40～44歳
35.7%

45～49歳
22.6%

50～54歳 4.5%

60～64歳 0.9%

55～59歳 0.5%

30～34歳 8.1%

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 回答者属性 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

【年代】 ※教員含む

【お住まいの地域】 ※教員含む

n=221

n=221
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自営業 3.2%

会社員
13.1%

医療従事者 8.6%

公務員・団体職員 10.9%

経営者・役員 0.5%

非正規雇用
（パート・派遣等）

33.0%

主婦
24.9%

その他 0.5%

未回答 5.4%

【職業】 ※教員含む

n=221

221名の女性に
ご協力いただきました。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 回答者属性 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
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４．ロコモティブシンドローム
について

6



◆◆◆◆◆◆ ロコモティブシンドロームについて ◆◆◆◆◆◆

14.5%

27.1%58.4%

言葉も意味もよく知っている
言葉は聞いたことがあるが、意味は知らない
言葉も意味も知らない（今回初めて聞いた）

ロコモよく知らない
85.5%

【Q1】 あなたは、ロコモティブシンドローム（運動器症候群）という言葉やその意味を
知っていますか？

n=221

ロコモティブシンドロームとは・・・
運動器の障害により、要介護状態や要介護リスクの
高い状態になること。通称：ロコモ。

ロコモをよく知っている人の割合は2割に満たず、ロコモの認知度はまだまだ
低い状況といえます。
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29.0%

71.0%

該当 非該当

1つでも当てはまる
＝ロコチェック該当

29.0%

【Q2】 以下の①～⑦は、「ロコチェック」と呼ばれる、骨や筋肉など が衰えていないか
確認する簡易テストです。それぞれあてはまるものをお選びください。

n=221

◆◆◆◆◆◆ ロコモティブシンドロームについて ◆◆◆◆◆◆
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10.0%

90.0%

痛くないのにしゃがめない・後ろに転ぶ

しゃがめる（かかとを床につけたまま）

しゃがめない・
後ろに転ぶ
10.0%

【Q3】 右図のように、かかとを床につけたまましゃがみこみができますか？

n=221

しゃがめない・後ろに転んでしまう人は、足首が固い状態に
あるため転倒しやすく、骨折につながる可能性があります。

◆◆◆◆◆◆ ロコモティブシンドロームについて ◆◆◆◆◆◆
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【Q4】 現在、骨や関節・筋肉など運動器に痛みや気になるところはありますか？

29.4%

70.6%

ある ない

痛み等ある
29.4%

【Q5】 それはどんな症状ですか？（複数回答可）

n=221

＊その他：「ふくらはぎのはり、むくみ」「手首」「テニス肘になっている」「頸椎」等。

5.7%

26.2%

9.0%

14.8%

3.3%

4.9%

30.3%

1.6%

4.1%

0% 10% 20% 30% 40%

その他

腰痛

ひざ痛

肩痛

股関節痛

足首痛

肩こり

外反母趾

手足のしびれ

n=122

◆◆◆◆◆◆ ロコモティブシンドロームについて ◆◆◆◆◆◆
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1.8%

17.7%

44.5%

10.9%

14.1%

10.9%

自分はすでにロコモティブシンドロームに該当すると思う
将来、ロコモティブシンドロームになる不安をあまり感じない
将来、ロコモティブシンドロームになる不安を少し感じる
将来、ロコモティブシンドロームになる不安をかなり感じる
不安を感じることはない
わからない

すでにロコモだと思う
1.8%

不安を少し感じる
＋

不安をかなり感じる
55.4%

【Q6】 あなたは、ロコモティブシンドロームにどの程度不安を感じますか？

５～６割の女性が、ロコモに対する不安を抱えています。

n=220
（未回答１名を除く）

◆◆◆◆◆◆ ロコモティブシンドロームについて ◆◆◆◆◆◆
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仮説１：ロコモを知っていると、
身体機能を保つことができる。

ロコモの認知度別の身体機能（ロコチェック、しゃがみ込みテスト）を比較し
たところ、有意差は見られなかったが、ロコモをよく知っている者の方が、ロ
コチェック該当者やしゃがみ込みができない者の割合が低かった。

ロコモを知っている者の方が、

身体機能が保たれている可能性がある。

生活活動（生活活動強度・日常の移動手段）の比較では、有意差は見られな
かったが、ロコモをよく知っている者の方が、生活活動強度が高い者や徒歩・
自転車で移動する者の割合が高かった。

p＝0.17

＞

p＝0.17

＞

ロコモを知っている者の方が、

活発な生活を送っている可能性がある。
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仮説１：ロコモを知っていると、
身体機能を保つことができる。

健康への意識（身体を動かす意識の有無、運動習慣の有無、健診受診の有無）
の比較では、有意差は見られなかったが、ロコモをよく知っている者の方が、
健康のために身体を動かす意識をしている者や運動習慣を持つ者、健診を受診
する者の割合が高かった。

p=0.12 p=0.34 p=0.34

ロコモを知っている者の方が、健康意識が高い可能性がある。

【分析結果】

ロコモを知っている者の方が、身体機能を維持し、活動的な生活
を送っている割合が高いことから、ロコモについての認識の有無
が、身体機能や健康行動に影響を与える可能性があります。
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５．日常生活について
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1.4%

10.9%

67.8%

19.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

オートバイ

自転車

車

徒歩

【Q7】 あなたは、次に示すような活動やそれと同じ程度の活動を、１日どの程度行って
いますか？（複数合算可）

普通歩行 床掃除 風呂掃除 自転車に乗る 荷物運び
子どもと活発に遊ぶ 高齢者や障がい者の介護 庭の草むしり

29.2%

33.3%

37.4%

０～３０分 ３０～６０分 ６０分以上

n=219
（未回答2名を除く）

【Q8】 日常の用事（近所への買い物等）を済ませる際の主な移動手段は、どれですか

n=211
（重複回答10名を除く）

車移動
67.8%

0～60分
＝生活活動強度低い

62.5%

◆◆◆◆◆◆ 日常生活について ◆◆◆◆◆◆
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【Q9】 あなたは、日頃から健康のために体を動かすよう意識していますか？

30.5%

43.2%

26.4%

はい どちらともいえない いいえ

n=219
（未回答１名を除く）

運動を意識的に行っている人は３割程度。
まだまだ少ないことがわかります。

意識している
30.5%

◆◆◆◆◆◆ 日常生活について ◆◆◆◆◆◆
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仮説２：生活活動強度が強いと、
身体機能を保つことができる。

身体機能の比較では、生活活動強度が高い者の方が、ロコチェック該当者
の割合が有意に低かった。しかし、しゃがみ込みが出来る者と出来ない者
の割合には、有意な差は見られなかった。

ｐ＝0.003 ｐ＝0.41

生活活動強度が高い者の方が、

身体機能が保たれている可能性が高い。

健康への意識の比較では、生活活動強度が高い者の方が、健康のために身
体を動かす意識をしている者の割合が有意に高かった。また、年代別に比
較したところ、40歳未満で同様の結果となった。

ｐ＝0.009

早い時期から生活活動強度が高い生活をしている者の方が、

健康のために意識して身体を動かしている可能性が高い。
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仮説２：生活活動強度が強いと、
身体機能を保つことができる。

【分析結果】

運動する時間がとれなくても、日常生活を活発にすること
で、ロコモ予防に繋がる可能性があります。
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６．運動習慣について
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20.8%

79.2%

ある ない

運動習慣あり
20.8%

【Q10】 あなたは、運動習慣（１回30分以上の運動を週２回以上、1年以上継続）が
ありますか？

n=219
（未回答１名を除く）

【Q11】 どんな運動をしていますか？（複数回答可）

＊その他：「バレーボール」「サイクリング」「ジャザサイズ」「リングフィットアドベンチャー」
「仕事が運動になっている」等。

11.5%

26.4%

8.0%

19.5%

20.7%

1.1%

1.1%

2.3%

9.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

その他

ウォーキング

ジョギング

筋力トレーニング

ストレッチ

球技

ダンス

エアロビクス

ヨガ・ピラティス

n=87

◆◆◆◆◆◆ 運動習慣について ◆◆◆◆◆◆
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【Q12】 （運動習慣があると答えた方）運動を始めたきっかけは何ですか？
（複数回答可）

【Q13】 （運動習慣がないと答えた方）運動習慣の妨げになっているものは何ですか？
（複数回答可）

＊その他には「犬の世話」等の回答あり。

＊その他：「コロナ」「運動する体力が残っていない」「継続が難しい」等。

1.9%

31.1%

17.5%

18.4%

19.4%

1.0%

3.9%

5.8%

1.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

その他

健康・体力づくりのため

楽しみ・気分転換のため

運動不足を感じたため

美容やダイエットのため

医師から勧められたため

家族のふれあいのため

自分の能力を向上させるため

特に理由はない

n=103

1.5%
5.7%

1.5%
8.1%

22.4%
10.1%

5.7%
1.8%

3.0%
1.8%

2.4%
36.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

その他
特に理由はない

運動が必要だとは思わない
何をしていいかわからない

面倒くさい
運動が嫌い

経済的に余裕がない
仲間がいない

場所や施設がない
年を取った
病気やケガ

仕事（家事・育児も含む）が忙しくて時間がない

n=335

◆◆◆◆◆◆ 運動習慣について ◆◆◆◆◆◆
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【Q12】 （運動習慣がないと答えた方）次のうち、運動するきっかけになりそうなものは
どれですか？ （複数回答可）

＊その他：「お金の補助」「時間があれば」「低所得者向けの安いフィットネス」「コロナの収束」
「運動ポイントで何かもらえる」「子ども（小さい子）がいても行ける教室講座」等。

いただいたご意見を参考にして、みなさんが積極的に
運動に取り組めるよう、工夫していきます。

9.1%

14.8%

0.9%

2.2%

0.9%

14.8%

1.7%

26.1%

29.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

その他

運動する気はない

メールマガジン

啓発パンフレット

啓発ポスター

体力テスト

講演会（オンライン含）

教室・講座（オンライン含）

配信動画

n=230

◆◆◆◆◆◆ 運動習慣について ◆◆◆◆◆◆
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仮説３：運動習慣があると、
身体機能を保つことができる。

身体機能の比較では、ロコチェック該当者や、しゃがみ込みが出来ない者の割合
に有意な差は見られなかった。年代別の比較では、有意差は見られなかったが、
運動習慣がない40歳以上の者の方が、ロコチェック該当者やしゃがみ込みできな
い者の割合が高かった。

p＝0.71

＞

p＝0.60

＜

年齢を重ねた者の方が、運動習慣が身体機能に及ぼす影響が

大きい可能性があるのでは。

生活活動の比較では、有意差は見られなかったが、運動習慣がある者の方が、
生活活動強度が高い者の割合が高かった。日常の移動手段の比較では、それぞ
れの移動手段に有意な差は見られなかった。

p＝0.10
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仮説３：運動習慣があると、
身体機能を保つことができる。

健康への意識の比較では、運動習慣がある者の方が、健康のために身体を動かす
意識をしている者や健診を受診する者の割合が有意に高かった。

p＝7.802E-16 p＝0.04

運動習慣ない

運動習慣がある人の方が、健康への意識が高い。

【分析結果】

運動習慣をもつことで、健康への意識が促される可能性
が高く、年齢を重ねるほど、運動習慣が身体機能に及ぼ
す影響が大きくなる可能性があります。早い時期から運
動習慣をもつことが、ロコモ予防の鍵となります。
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７．健診について
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7.6%

1.8%

15.3%

75.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

頻度はバラバラ

５年に１回

２～３年に１回

毎年

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 健診について ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

【Q15】 あなたは、健診を受診していますか？

77.8%

22.2%

受診している 受診していない

受診している
77.8%

【Q16】 どのくらいの頻度で受診していますか？

毎年受診できていない
24.7%

n=221

n=170
（「受診していない」の回答者と未回答2名を除く）
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【Q17】 （健診を受診していると答えた方）どんな健診を受診していますか？
（複数回答可）

＊その他：「かかりつけ医」「婦人科系がん検診」「せん虫検査」「配偶者健診」等。

【Q18】 （健診を受診していないと答えた方）受診しない理由は何ですか？
（複数回答可）

＊その他：「何となく先延ばしにしている」「持病があるのですでに病院にかかっている」「新型
コロナが落ち着いてからじゃないと安心して受診できない」等。

3.7%

50.2%

19.6%

1.4%

0.5%

12.3%

12.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

その他

勤務先で実施される健診

人間ドック

骨粗しょう症検査

よかドック30

がん検診

特定健診（よかドック）

n=219

13.1%

23.0%

4.9%

11.5%

14.8%

32.8%

0% 10% 20% 30% 40%

その他

特に理由はない

自分は健康だから必要ない

病気がわかるのがこわい

面倒くさい

仕事（家事・育児を含む）が忙しくて時間がない

n=61

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 健診について ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

27



仮説４：健診受診していると、
健康意識が高い行動をとる。

身体機能の比較では、健診受診をしている40歳以上の者の方が、ロコ
チェック該当者やしゃがみ込みできない者の割合が有意に低かった。

p＝0.24 p＝0.01

p＝0.61 p＝0.02

40歳以上では、健診受診している者の方が、

身体機能が保たれている可能性が高い。

生活活動の比較では、健診受診している者の方が、生活活動強度が高い者
の割合が有意に高かった。日常の移動手段の比較では、それぞれの移動手
段にはっきりとした傾向は見られなかった。

p＝0.09

健診受診している者の方が、活発な生活を送っている可能性が高い。
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仮説４：健診受診していると、
健康意識が高い行動をとる。

【分析結果】

40歳以上では、健診受診の有無が、身体機能や健康行動へ
より影響を与える可能性があります。
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８．自由記載
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【Q19】 ロコモティブシンドロームや健診関連で、保健福祉センターへのご意見が
あればお聞かせください。

今回のアンケートの封筒の中の案内が多すぎる。

言葉そのものを知らない人が多いと思うので気軽にできる様に
もっと周知してほしい。

家事、育児が終わって比較的時間のある方を対象に、様々な運動の
イベントを行うと良いのでは？働いてる(育児含む)間は、

必然的に体を動かすので運動しないと、という意識は低いように思います。

ちょうど日常生活で体を動かすことを意識したところで、面倒と思っていた
ウォーキングもやってみるとリフレッシュを感じる。アンケートのタイミングも興味を引き

内容も身に染みるものだった。体の為に、運動し、筋力をつけ面倒と
避けずに継続して続けていけるように頑張りたい。（※一部抜粋）

健診時に託児が出来る環境があると受診しやすいと思います。

貴重なご意見ありがとうございました！

など

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 自由記載 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
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